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水
問
題
と
直
結
す
る
地
球
温
暖
化

　

地
球
温
暖
化
と
は
、
人
間
活
動
を
通
じ
て
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
っ

て
地
球
が
温
暖
化
し
、
異
常
気
象
に
か
か
わ
る
気
候
の
激
化
や
海
面
上
昇
が
人
類

や
生
物
に
さ
ま
ざ
ま
な
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
地
球
規
模
の
環
境
問
題
で
あ
る
。

地
球
温
暖
化
は
水
問
題
と
も
直
結
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
（
令
和
３
）、
地
球
温
暖
化
に
関
し
て
、
２
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
話
題

を
呼
ん
だ
。

　

12
月
、
米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
上
席
研
究
員
の
真
鍋
淑
郎
さ
ん
は
、
気
候
変

動
の
予
測
研
究
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
計
算
で
、
大
気
中
に
二
酸
化
炭

素
が
増
え
つ
づ
け
る
と
地
表
の
気
温
が
上
昇
す
る
こ
と
を
明
確
に
実
証
し
た
功
績

で
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
。
さ
が
ら
邦
夫
編
『
地
球
温
暖
化
は
阻
止

で
き
る
か
―
京
都
会
議
検
証
』（
藤
原
書
店
・
１
９
９
８
）
に
は
、
真
鍋
淑
郎
氏
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

同
年
10
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
（
国
連
気
候

変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議
）
で
は
、
世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前

に
比
べ
て
１
・
５
℃
以
内
に
抑
え
る
努
力
を
追
求
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
２
０

５
０
年
ご
ろ
に
は
世
界
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
が
明
示
さ
れ
、
足
並
み
が
そ
ろ
っ
て
き
た
。
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
追
っ
て
み

た
い
。

不
都
合
な
真
実

　

私
が
地
球
温
暖
化
の
問
題
を
意
識
し
は
じ
め
た
の
は
、
ア
ル
・
ゴ
ア
著
『
不
都

合
な
真
実
―
地
球
温
暖
化
の
危
機
』（
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
・
２
０
０
７
）
の
書
と
映

画
上
映
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
ア
ル
・
ゴ
ア
は
指
摘
す
る
。
今
、
私
た
ち
が
直
面
し

て
い
る
問
題
と
は
、
人
間
が
膨
大
な
量
の
二
酸
化
炭
素
や
そ
の
他
の
温
室
効
果
ガ

ス
を
排
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
大
気
の
薄
い
層
が
だ
ん
だ
ん
厚
く
な
り
、

厚
く
な
る
に
つ
れ
本
来
な
ら
ば
大
気
を
抜
け
て
宇
宙
へ
出
て
い
く
は
ず
の
赤
外
線

放
射
の
多
く
を
逃
さ
な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
地
球
の
大
気
や
海
洋
の
温
度
は
危

険
な
ほ
ど
上
昇
し
つ
つ
あ
り
、
世
界
的
に
自
然
災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
気
候
危
機
、
気
候
崩
壊
と
い
う
。

　

二
酸
化
炭
素
は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
全
体
の
約
80
％
を
占
め
る
。
家
庭
や
自

動
車
、
工
場
な
ど
で
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
の
化
石
燃
料
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ま
た
、
森
林
の
伐
採
や
セ
メ
ン
ト
を
製
造
し
た
り
す
る
と
、
大
気
中
に

二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
る
。
産
業
革
命
前
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
約
２
８
０
ｐ

ｐ
ｍ
だ
っ
た
の
が
、
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
で
は
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
３
８
１ｐ
ｐ

ｍ
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
結
果
、
１
９
７
０
年
代
に
比
べ
て
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
雪
と
氷
河
が
激
減
。

１
９
９
７
年
（
平
成
９
）
米
国
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
氷
河
が
減
少
、
２
０
０
１
年
（
平
成

13
）
ス
イ
ス
・
チ
ェ
ル
バ
氷
河
の
減
少
な
ど
を
映
し
出
す
。
海
水
温
が
上
が
る
と

暴
風
雨
の
勢
力
が
強
ま
る
。
２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
フ
ロ
リ
ダ
は
４
つ
の
ハ
リ
ケ

ー
ン
に
襲
わ
れ
る
。
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
夏
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
カ
リ
ブ
海
と

メ
キ
シ
コ
湾
を
襲
っ
た
。
さ
ら
に
世
界
的
に
大
洪
水
や
山
火
事
の
災
害
も
増
加

し
た
。

　

ア
ル
・
ゴ
ア
は
前
作
の
10
年
後
に
『
不
都
合
な
真
実
２
』（
実
業
之
日
本
社
・
２
０
１

７
）
を
発
表
し
た
。
彼
は
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
多
く
の
国
々
を
訪
れ
同

志
を
募
り
、
活
動
を
続
け
た
。
化
石
燃
料
業
界
か
ら
の
「
人
々
を
混
乱
さ
せ
現
実

的
で
は
な
い
」
と
の
主
張
に
対
し
て
も
め
げ
ず
に
、
破
局
的
な
災
害
を
防
ぐ
た
め

に
私
た
ち
は
変
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
私
た
ち
は
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
、

私
た
ち
は
変
わ
る
と
い
う
信
念
を
貫
い
た
。

　

地
球
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
食
物
の
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
食
物
の
栽
培
、
加

工
、
輸
送
、
廃
棄
に
か
か
わ
る
電
力
、
輸
送
、
農
業
分
野
か
ら
の
排
出
量
も
大
き

な
役
割
を
占
め
る
。
肉
を
食
べ
る
量
を
減
ら
し
、
地
元
産
を
買
う
よ
う
、
買
い
物

や
外
食
を
す
る
と
き
も
、
農
業
と
そ
の
副
産
物
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に

土
地
開
発
に
伴
う
森
林
伐
採
に
つ
な
が
ら
な
い
食
べ
物
を
買
う
こ
と
が
必
要
だ
と

指
摘
す
る
。

古賀 邦雄
  こが  くにお

古賀河川図書館長
水・河川・湖沼関係文献研究会
1967年西南学院大学卒業。水資源
開発公団（現・独立行政法人水資源
機構）に入社。30年間にわたり水・
河川・湖沼関係文献を収集。2001
年退職し現在、日本河川協会、ふくお
かの川と水の会に所属。2008年5月
に収集した書籍を所蔵する「古賀河
川図書館」を開設。
平成 26年公益社団法人日本河川協
会の河川功労者表彰を受賞。
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地
球
温
暖
化
の
探
究

　

地
球
温
暖
化
を
ど
う
捉
え
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
独
立
行
政
法
人
（
現
・
国
立

研
究
開
発
法
人
） 
国
立
環
境
研
究
所
地
球
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
編
著
『
地
球
温
暖
化

の
事
典
』（
丸
善
出
版
・
２
０
１
４
）
は
、
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
基
本
的
か
つ
重
要
な

事
項
を
で
き
る
だ
け
網
羅
的
に
系
統
立
て
て
解
説
す
る
。

　

①
気
候
変
化
の
将
来
予
測
、
②
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
・
メ
タ
ン
・
亜
酸
化

窒
素
・
ハ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
エ
ア
ロ
ゾ
ル
）、
③
地
球
シ
ス
テ
ム
（
気
象
と
気
候
・
大
気
圏
・
水

圏
・
地
球
の
熱
収
支
・
大
気
海
洋
大
循
環
、
モ
ン
ス
ー
ン
）、
④
気
候
変
化
の
予
測
と
解
析

（
社
会
経
済
・
排
出
シ
ス
テ
ム
・
大
気
海
洋
結
合
気
候
モ
デ
ル
・
地
球
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
・
予
測
さ

れ
る
気
温
変
化
）、
⑤
地
球
表
層
環
境
の
温
暖
化
影
響
（
水
循
環
・
海
面
上
昇
・
海
洋
酸
性

化
・
極
端
現
象
）、
⑥
生
物
圏
の
温
暖
化
影
響
（
温
暖
化
と
生
物
多
様
性
・
温
暖
化
と
外
来
生

物
・
海
洋
生
物
）、
⑦
人
間
社
会
の
温
暖
化
影
響
と
適
応
（
水
資
源
・
利
用
・
農
業
・
水
産

業
・
健
康
障
害
）、
⑧
緩
和
策
（
需
要
と
供
給
対
策
・
非
Ｃ
Ｏ
２

・
森
林
減
少
の
防
止
・
中
長
期

温
暖
化
対
策
）、
⑨
条
約
・
法
律
・
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
（
気
候
変
動
枠
組
条
約
・
条
約
国
会

議
・
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
・
排
出
源
・
吸
収
源
・
排
出
主
体
の
排
出
量
）、

⑩
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
（
持
続
可
能
な
発
展
の
取
り
組
み
・
低
炭
素
社
会
と
循
環
型

社
会
・
生
物
多
様
性
と
社
会
）
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
気
象
学
会
地
球
環
境
問
題
委
員
会
編
『
地
球
温
暖
化
―
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

と
不
確
実
性
』（
朝
倉
書
店
・
２
０
１
４
）
の
内
容
は
、
①
問
題
の
背
景
と
本
書
の
目
的
、

②
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
観
測
事
実
、
③
温
室
効
果
と
放
射
強
制
力
、
④
産
業
革

命
以
降
の
気
候
変
動
の
検
出
と
要
因
分
析
、
⑤
気
候
の
予
測
と
そ
の
不
確
実
性
、

⑥
気
温
・
降
水
・
大
気
大
循
環
の
変
化
、
⑦
日
本
周
辺
の
気
候
の
変
化
、
⑧
温
暖

化
で
起
こ
る
地
球
表
層
の
変
化
、
⑨
海
面
水
位
上
昇
、
⑩
長
い
時
間
ス
ケ
ー
ル
の

気
候
変
化
、
と
な
っ
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
が
顕
在
化
し
は
じ
め
た
今
日
、
そ
の

な
か
で
暮
ら
す
わ
れ
わ
れ
が
現
象
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
書
で
あ
る
。

　

鬼
頭
昭
雄
著
『
異
常
気
象
と
地
球
温
暖
化
―
未
来
に
何
が
待
っ
て
い
る
か
』（
岩

波
新
書
・
２
０
１
５
）
は
、
人
類
が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
暖
か
い
世
界
に

向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
と
説
く
。
温
暖
化
は
徐
々
に
起
こ
る
災
害
で
、
手
遅
れ
に

な
ら
な
い
対
策
を
と
る
必
要
性
を
強
調
す
る
。
小
西
雅
子
著
『
地
球
温
暖
化
を
解

決
し
た
い
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
選
ぶ
？
』（
岩
波
書
店
・
２
０
２
１
）
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
働
き
は
仕
事
す
る
力
（
も
の
を
動
か
す
力
）
の
こ
と
で
、
熱
を
出
す
、
光
を

出
す
、
動
か
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
過
程
で
多
く
の
化
石
燃
料
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
。
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
長
所
と
短
所

を
あ
ぶ
り
だ
し
、
経
済
的
に
安
全
性
を
持
っ
た
、
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
考
え
る
。
ま
た
、
同
著
『
地
球
温
暖
化
は
解
決
で
き
る
の
か
―
パ
リ
協
定
か
ら

未
来
へ
！
』（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
・
２
０
１
６
）
も
あ
る
。

　

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｈ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
著
『
地
球
温
暖
化
の
時
代
―
気
候
変
化

の
予
測
と
対
策
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
・
１
９
９
０
）
は
、
こ
の
書
が
発
行
さ
れ
て
30
年

を
経
て
い
る
が
、
温
室
効
果
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、
そ
れ
が
地
球
の
気
候
と

社
会
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
証
し
、
そ
し
て
直
ち
に
着
手
す
べ
き
温
暖
化
対
策
を
論

じ
る
。
１
９
９
０
年
代
以
降
は
温
暖
化
問
題
を
め
ぐ
っ
て
国
際
政
治
や
経
済
が
動

く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
た
が
、
ま
さ
し
く
今
日
２
０
２
０
年
代
は

世
界
的
に
そ
の
よ
う
な
動
き
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
矢
沢 

潔
著
『
地
球
温
暖
化
は
本
当
か
？
―
宇
宙
か
ら
眺
め
た
ち
ょ

っ
と
先
の
地
球
予
測
』（
技
術
評
論
社
・
２
０
０
７
）、
田
中 

優
著
『
地
球
温
暖
化
―
電

気
の
話
と
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
』（
扶
桑
社
新
書
・
２
０
２
１
）、
宇
佐
美 

誠
著

『
気
候
崩
壊
―
次
世
代
と
と
も
に
考
え
る
』（
岩
波
書
店
・
２
０
２
１
）
が
あ
る
。

地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
水
災
害
の
激
甚
化

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
と
思
わ
れ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
常
気
象
災
害
が
起
こ
っ
て

い
る
。
船
瀬
俊
介
著
『
温
暖
化
の
衝
撃
』（
三
一
書
房
・
１
９
９
７
）
で
は
、
食
糧
パ
ニ

ッ
ク
、
大
干
ば
つ
、
熱
波
襲
来
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
森
林
火
災
、
北
極
・
南

極
氷
河
の
減
少
、
海
面
上
昇
、
生
物
の
異
変
、
暴
風
雨
の
襲
来
、
大
洪
水
、
大
寒

波
、
猛
吹
雪
、
冷
夏
に
つ
い
て
、
き
め
細
や
か
に
追
っ
て
い
る
。

　

マ
ッ
テ
ィ
ン
・
ヘ
ー
ド
ベ
リ
著
『
世
界
の
天
変
地
異
』（
日
経
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
社
・
２
０
２
１
）
に
よ
る
と
、
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
米
国
フ
ロ
リ
ダ
州
を

ハ
リ
ケ
ー
ン
「
カ
ト
リ
ー
ナ
」
が
、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
）
米
国
オ
ク
ラ
ホ
マ
州

を
「
ム
ー
ア
竜
巻
」
が
、
２
０
１
７
年
（
平
成
29
）
パ
キ
ス
タ
ン
を
熱
波
が
襲
っ
た
。

２
０
１
８
年
か
ら
２
０
１
９
年
に
か
け
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
大
洪
水
が
襲
っ
た
。

　

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ウ
ォ
レ
ス
・
ウ
ェ
ル
ズ
著
『
地
球
に
住
め
な
く
な
る
日
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

出
版
・
２
０
２
０
）
で
は
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
の
大
部
分
が
居
住
不
可
能
に
な
る
、

４
℃
上
昇
で
北
極
圏
に
ヤ
シ
の
木
が
生
え
る
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
気
候
難
民
が

10
億
人
と
な
る
な
ど
気
候
崩
壊
の
戦
慄
の
未
来
を
予
想
す
る
。
ゲ
ル
ノ
ッ
ト
・
ワ

グ
ナ
ー
／
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ワ
イ
ツ
マ
ン
共
著
『
気
候
変
動
ク
ラ
イ
シ
ス
』（
東
洋
経
済

新
報
社
・
２
０
１
６
）
は
、
文
明
と
環
境
の
破
壊
に
ど
う
向
き
合
う
か
を
経
済
学
者

が
追
究
す
る
。
ま
た
、
気
候
変
動
で
激
変
す
る
地
球
を
描
く
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・

コ
ン
ク
リ
ン
／
マ
リ
ー
ナ
・
プ
サ
ロ
ス
共
著
『
地
図
か
ら
消
え
る
土
地
』（
扶
桑
社
・

２
０
２
２
）
は
、
海
面
が
上
昇
し
、
海
水
が
酸
性
化
し
、
河
口
地
帯
は
洪
水
に
見
舞

わ
れ
、
多
様
な
生
物
が
絶
滅
す
る
と
い
う
。

　

タ
イ
ム
誌
編
集
部
編
『
地
球
温
暖
化
』（
緑
書
房
・
２
０
０
９
）
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
誌
の

写
真
で
わ
か
る
地
球
温
暖
化
問
題
と
そ
の
解
決
法
を
論
じ
る
。
食
糧
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
燃
料
に
す
る
。
電
球
を
電
球
形
蛍
光
灯
に
変
え
る
。
照
明
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
す

な
わ
ち
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
使
用
す
る
。
地
熱
を
利
用
す
る
。
社
員
の
通
勤
時
間

を
短
縮
す
る
。
バ
ス
に
乗
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
に
す
る
。
窓
を
開
け
る
。
グ
リ

ー
ン
電
力
を
買
う
。
肉
食
を
減
ら
す
。
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
用
す
る
。
地
元
の
農
家

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
樹
・
竹
を
植
え
る
。
ネ
ク
タ
イ
を
外
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

電
源
を
切
る
。
終
業
時
間
に
は
明
か
り
を
消
す
。
消
費
を
減
ら
し
、
分
か
ち
合
い
、

無
駄
な
く
暮
ら
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
日
常
の
生
活
の
な
か
で
可
能
な
こ
と
で

あ
る
。
田
中 

充
・
馬
場
健
司
編
著
『
気
候
変
動
適
応
に
向
け
た
地
域
政
策
と
社
会

実
装
』（
技
報
堂
出
版
・
２
０
２
１
）
で
は
、
地
方
自
治
体
の
政
策
を
追
究
す
る
。


